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第
一
部
は
副
題
を
「
父
権
主
義
的

ア
プ
ロ
ー
チ
と
は　
意
思
決
定
支
援

を
考
え
る
」
と
し
、
２
０
２
２
年
に

国
連
障
害
者
権
利
委
員
会
か
ら
、
日

本
の
障
害
者
政
策
が
「
父
権
主
義

的
」
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
内
容
に

つ
い
て
、
ま
た
、
重
要
な
「
意
思
決

定
支
援
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

ま
ず
、
精
神
障
害
の
あ
る
片
山
理

さ
ん
、
聴
覚
障
害
の
あ
る
大
内
伸
一

さ
ん
、
身
体
障
害
の
あ
る
森
住
由
香

里
さ
ん
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
自
身
の

体
験
を
通
し
た
「
日
常
生
活
で
抱
え

る
問
題
、
生
き
づ
ら
さ
」
の
お
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。
当
事
者
で
な
い

と
わ
か
ら
な
い
お
話
は
ハ
ッ
と
さ
せ

ら
れ
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が

多
々
あ
り
、
会
場
か
ら
も
大
き
な
拍

手
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
７
年
２
月
28
日
、
埼
玉
県
障

害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
日

本
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｊ
Ｄ
Ｆ
）と
埼

玉
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｓ
Ｄ
Ｆ
）
の

主
催
に
よ
る
「
Ｊ
Ｄ
Ｆ
地
域
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
埼
玉
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
５
年
の
中
断

を
は
さ
ん
で
、
久
々
の
開
催
と
な
っ

た
今
回
で
す
が
、
60
名
を
超
え
る
参

加
者
が
あ
り
、
大
盛
況
の
中
、
と
て

も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

冒
頭
の
Ｓ
Ｄ
Ｆ
代
表
・
田
中
一
さ

ん
が
ご
挨
拶
の
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で

様
々
な
こ
と
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

５
年
間
を
振
り
返
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

よ
う
や
く
再
開
で
き
た
今
回
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
へ
の
想
い
が
こ
も
っ
た
ご
挨

拶
で
し
た
。

さ
て
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
二

部
構
成
で
、
第
一
部
の
テ
ー
マ
を

「
障
害
者
権
利
条
約
、
そ
し
て
国
連

各
国
の
示
す
こ
と
」、
第
二
部
の
テ

ー
マ
は
「
障
害
の
あ
る
人
と
災
害
」

で
し
た
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

Ｊ
Ｄ
Ｆ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
埼
玉
に
参
加
し
て

埼
玉
県
発
達
障
害
福
祉
協
会
　
会
長
　
長な
が

岡お
か

　
洋ひ
ろ

行ゆ
き
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続
い
て
日
本
社
会
事
業
大
学
名
誉

教
授
・Ｊ
Ｄ
Ｆ
政
策
委
員
・Ｊ
Ｄ
理
事
、

佐
藤
久
夫
先
生
の
基
調
講
演
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
国
連

勧
告
を
受
け
止
め
、
障
害
の
社
会
／

人
権
モ
デ
ル
の
実
現
を
」
で
す
。

勧
告
で
は
、
日
本
の
障
害
福
祉
施

策
は
父
権
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
永

続
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
障
害
の
モ
デ

ル
で
あ
る
「
人
権
モ
デ
ル
」
と
調
和

し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま

す
。父

権
主
義
的
と
は
「
強
い
立
場
に

あ
る
者
が
、
弱
い
立
場
の
者
に
あ
る

者
の
利
益
の
た
め
だ
と
し
て
、
本
人

の
意
思
は
問
わ
ず
に
介
入
・
干
渉
・

支
援
を
す
る
こ
と
」
で
す
。
事
業
所

を
運
営
す
る
立
場
で
は
大
変
悩
ま
し

く
、
厄
介
な
課
題
で
す
。
良
か
れ
と

思
っ
て
支
援
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、

ど
こ
か
に
利
用
者
に
対
し
、
弱
者
と

し
て
、
あ
る
い
は
保
護
の
対
象
と
み

て
い
て
、
一
方
的
な
関
係
性
の
中
で
、

相
手
の
権
利
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
医
療
モ
デ
ル
か
ら
、
社
会

モ
デ
ル
、
そ
し
て
社
会
モ
デ
ル
を
発

展
さ
せ
た
人
権
モ
デ
ル
に
つ
い
て
も

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
い
つ
も
難
し
い
と
感
じ
て
い

た
人
権
モ
デ
ル
は
障
害
者
政
策
の
モ

デ
ル
で
あ
り
、
障
害
の
モ
デ
ル
で
あ

る
社
会
モ
デ
ル
と
両
者
は
補
い
合
う

も
の
で
あ
る
と
い
う
説
明
は
な
る
ほ

ど
と
腑
に
落
ち
ま
し
た
。

支
援
現
場
で
は
意
識
も
実
践
も
転

換
し
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

第
二
部
は
「
障
害
の
あ
る
人
と
災

害
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
昨
年
１
月

に
起
き
た
能
登
半
島
地
震
の
被
災
状

況
の
報
告
を
、
Ｊ
Ｄ
Ｆ
能
登
支
援
セ

ン
タ
ー
と
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結

び
、
生
中
継
で
輪
島
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
夢
か
ぼ
ち
ゃ
」
の
利
用
者
、
支

援
者
の
方
々
か
ら
地
震
と
そ
の
あ
と

の
豪
雨
被
害
の
状
況
、
今
の
生
活
等

の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
ご
苦
労
が
絶
え
な
い
状
況
で
す

が
、
前
向
き
な
ご
様
子
と
お
話
に
、

元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
き
ょ
う
さ
れ
ん
埼
玉
支

部
の
高
橋
良
江
さ
ん
か
ら
は
被
災
さ

れ
た
事
業
所
支
援
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
利
用
さ
れ
て
い
る
方
の
転
居

や
職
員
の
退
職
が
あ
る
中
、
地
域
の

資
源
で
あ
る
事
業
所
を
日
本
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
支
援
者
が
、
今
も
懸
命

に
支
え
て
い
る
状
況
が
伝
わ
り
ま
し

た
。

組
み
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
助

だ
け
で
災
害
に
立
ち
向
か
う
こ
と
に

は
限
界
が
あ
り
、
日
頃
か
ら
の
防
災

意
識
と
地
域
と
の
関
係
づ
く
り
が
重

要
で
あ
る
こ
と
、
強
く
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
、
佐
藤
先
生
が
話
さ
れ
た

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
か
ら

の
国
連
へ
の
パ
ラ
レ
ル
レ
ポ
ー
ト

（
２
０
１
５
年
）
の
序
文
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

「
障
害
者
の
人
権
が
、
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
組
織
的
に
、
こ
れ
ほ
ど
頻
繁

に
侵
害
さ
れ
る
の
を
、
な
ぜ
私
た
ち

は
許
す
の
か
。
そ
の
答
え
は
、
政
府

も
私
た
ち
も
機
能
障
害
の
あ
る
人
々

を
一
種
の
欠
陥
製
品
と
み
な
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
」

時
代
も
国
も
関
係
な
く
、
私
た
ち

が
向
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
の
正
体
を
、
と
て
も
端
的

に
言
い
得
て
い
て
、
今
回
の
一
番
強

く
印
象
に
残
っ
た
言
葉
で
す
。

父
権
主
義
の
小
さ
な
芽
は
誰
の
心

の
中
に
も
あ
っ
て
、
そ
こ
を
認
め
る

こ
と
こ
そ
、
難
し
く
も
大
切
な
一
歩

な
の
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

最
後
は
２
０
１
９
年
の
台
風
19
号

に
よ
り
、
大
規
模
な
水
害
被
害
を
受

け
た
社
会
福
祉
法
人
邑
元
会
「
し
び

ら
き
」
施
設
長
の
相
浦
卓
也
さ
ん
か

ら
、
被
害
の
状
況
と
対
策
の
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
被
災
後
、
自
助
、
互
助

の
み
な
ら
ず
、
共
助
、
公
助
も
視
野

に
地
域
や
行
政
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
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障害者ＩＴサポートセンター推進員募集
埼玉県障害者ＩＴサポートセンター推進員　阿

あ
部
べ
　忠
ただ
正
まさ

「埼玉県障害者 ITサポートセンター」は、パソコン・スマホ利用など ITサポートを受
けたい障害者の方から依頼を受けて、ボランティアスタッフが相談室や自宅に出向き操作
支援等のサポートを行う業務を行っています。
センターでの役割りは「サポートセンター推進員」と「パソコンボランティア」からな
り、次のように作業の分担をしております。
☆「サポートセンター推進員」：�サポートの依頼を取りまとめて、パソコンボランティア

に依頼を割振る作業を行い、センターの事務も行う
☆「パソコンボランティア」：�実際に依頼内容についてサポートするスタッフ

現在、「サポートセンター推進員」スタッフとして協力してくださる方を探しています。
「サポートセンター推進員」やセンターの活動にご興味のある方は、下記連絡先まで電
話かメールで是非ご連絡・お問合せをお願いします。

【連絡先】
サポートセンター推進員　阿部
TEL：048-825-2749　（火・木・土　10時～16時）
メールアドレス：smile04529@bz03.plala.or. jp
HP アドレス：https://ww100089-hp.normanet.ne. jp/it. html

パソコン・スマホでお困りの障害者の皆様へ
埼玉県障害者ＩＴサポートセンターは、
「障害があることで、パソコン・スマホによる情報の入手やパソ
コン・スマホ操作の習得等が困難な方」を対象に、ご希望の日時
に、ご希望の場所でボランティアによる
無料の個別・訪問サポートをさせていただきます。
 パソコンを買ったけど、難しくて使えない！
 普通のパソコン教室では、教えてもらえない！
 インターネットをやりたいけど、接続はどうするの？
 視覚障害者で、メール交信したいけど、誰か教えて！
 手が不自由でマウスが使えないけど、どうしたらいいの？
この様なことでお困りの場合、お気軽にご連絡ください。

サポートを受けられる条件
 埼玉県内在住で原則として18歳以上の方
 障害があるためにパソコン利用に支障がある方
 １回のサポートはおおむね２時間程度とします
 訪問先が遠隔地の場合は、お断りすることがあります

視覚障害者向け音声ソフト
操作学習風景

ＩＴサポート活動拠点の様子

「埼玉県障害者 ITサポートセンター」をご利用ください

HPアドレス
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ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室
実
行
委
員
長

２
月
19
日
（
水
）
さ
い
た
ま
市
西

区
宝
来
所
在
の
障
害
者
支
援
施
設

「
き
ず
な
の
里
」
二
階
食
堂
・
談
話

室
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
障
害
者

ま
つ
り
に
続
き
２
回
目
の
障
害
者
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
等
実
施
事
業

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

前
年
に
引
き
続
き
「
き
ず
な
の

里
」
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

施
設
側
岡
田
理
事
長
以
下
職
員
14

名
・
入
所
者
35
名
・
更
に
姉
妹
通
所

施
設
「
あ
り
が
と
う
」
か
ら
24
名
の

方
々
が
自
主
的
に
ポ
ス
タ
ー
等
も
作

成
し
、
我
々
10
名
を
明
る
く
楽
し
み

に
迎
え
て
頂
き
ま
し
た
。

「
少
し
で
も
体
を
動
か
そ
う
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
ハ
ン
ド
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
・
輪
投
げ
・
ボ
ッ
チ
ャ
・
ラ
ダ
ー

ゲ
ッ
タ
ー
の
個
人
種
目
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
完
了
後
の
「
お
菓
子
の
つ
か

み
取
り
」、
更
に
全
員
参
加
の
団
体

競
技
「
大
玉
送
り
」
を
実
施
し
、
参

加
し
た
方
々
が
我
々
の
想
像
以
上
に

心
か
ら
楽
し
ん
で
い
る
の
を
身
に
し

み
て
感
じ
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。

事
故
も
な
く
無
事
に
終
了
し
、
ほ

ん
の
少
し
で
す
が
皆
さ
ん
が
明
る

く
・
楽
し
く
・
元
気
よ
く
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
頂
い
た
事
と
思
わ
れ
、
次

回
も
ま
た
頑
張
ろ
う
と
決
意
致
し
ま

し
た
。

な
お
、「
き
ず
な
の
里
」
の
姉
妹

施
設
「
療
護
園
滑
川
」
で
の
開
催
申

し
入
れ
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た

実
施
の
様
子
を
ご
報
告
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い

　
　
　
　
　「
き
ず
な
の
里
会
場
」
を
開
催
し
て八や

木ぎ

田た

　
吉よ
し

成な
り

【ハンドアーチェリー】【ラダーゲッター】
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「
カ
ー
レ
ッ
ト
」
と
い
う
ネ
ー
ミ

ン
グ
の
由
来
は
、
氷
上
の
ゲ
ー
ム

「
カ
ー
リ
ン
グ
」と「（
小
さ
い
を
意
味

す
る
接
尾
語
の
）ｌ
ｅ
ｔ
」を
つ
な
げ

て
「
カ
ー
レ
ッ
ト
」
と
し
た
造
語
で
、

商
標
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ー
リ

ン
グ
を
手
軽
に
ど
こ
で
で
も
行
え
る

よ
う
に
、
そ
し
て
年
齢
や
性
別
、
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
有
無
等
に
関
わ

ら
ず
、
誰
で
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し

み
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
て
い
く
事
を
目
的
と
し
て
考
案

さ
れ
た
の
が
「
カ
ー
レ
ッ
ト
」
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
活
動
に
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
是

非
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
４
８
―
８
２
５
―
０
７
０
７

当
協
議
会
で
用
具
の

準
備
が
で
き
る
種
目

・
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー

・
ハ
ン
ド
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

・
カ
ー
レ
ッ
ト

・
輪
投
げ

・
ボ
ッ
チ
ャ

・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

カ
ー
レ
ッ
ト

導
入
し
ま
し
た

【輪投げ】

【ボッチャ】

【カローリング】 【
カ
ー
レ
ッ
ト
】
会
議
室
等
で
使
用
す
る
一
般

的
な
長
机
の
上
に
設
置

　　　　　　　　埼玉障害者まつり　10月5日（日）

埼玉県障害者交流センターにて、上記日程でスポーツレクリエーションを行う予定です。
申し込み不要、参加（出入り）自由ですので、どうぞお気軽にお越しください♪

【予定種目】カローリング・ボッチャ・輪投げ・カーレット・ハンドアーチェリー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
玉
県
障
害
者
協
議

会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
教
室
等
を
開
催
し
、
障
害
者

の
体
力
増
進
、
交
流
、
余
暇
活
動
等

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
、

ま
た
は
施
設
等
へ
出
向
し
、
ラ
ダ
ー

ゲ
ッ
タ
ー
、
ハ
ン
ド
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、

輪
投
げ
、
ボ
ッ
チ
ャ
、
カ
ロ
ー
リ
ン

グ
等
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

今
年
度
は
新
た
に「
カ
ー
レ
ッ
ト
」

（
卓
上
カ
ー
リ
ン
グ
・
テ
ー
ブ
ル
カ

ー
リ
ン
グ
）
を
導
入
し
ま
し
た
。
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令
和
７
年
度　
障
害
者
生
活
訓
練
事
業
一
覧

生
活
訓
練
事
業
共
催
団
体

実
施
事
業

実
施
内
容

（
社
福
）
埼
玉
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

自
動
車
運
転
技
能
講
習
会

身
体
障
害
者
の
た
め
の
安
全
運
転
に
必
要
な
技
術
の
習
得
を
テ
ー
マ
に
講
義

を
実
施
し
、
参
加
者
に
は
修
了
証
を
発
行
す
る
。

歩
行
訓
練

身
体
障
害
者
が
公
共
交
通
機
関
・
施
設
等
の
設
備
で
歩
行
訓
練
を
行
い
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
や
合
理
的
配
慮
の
理
解
を
深
め
る
。

料
理
講
習
会

身
体
障
害
者
が
体
験
交
流
の
場
を
設
け
、
食
を
通
し
て
の
健
康
管
理
や
作
業

す
る
こ
と
で
の
機
能
訓
練
も
併
せ
て
促
進
で
き
る
。

（
公
社
）
埼
玉
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会

視
覚
障
害
者
に
役
立
つ
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会
を
開
催
す
る
。

「
視
覚
障
害
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
事
業

『
あ
い
ナ
ビ
談
話
室
』」

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
、
読
上
げ
機
器
な
ど
の
利
用
相
談
。
中
途
視
覚
障
害
者

の
相
談
等
を
行
う
。

声
か
け
推
進
活
動

JR
駅
等
で
利
用
者
に
チ
ラ
シ
配
布
を
行
い
、
県
内
各
地
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示

を
行
う
。

埼
玉
視
覚
障
害
の
生
活
と
権
利
を
守
る
会

う
た
ご
え
交
流
会

視
覚
障
害
者
が
み
ん
な
で
歌
う
こ
と
に
よ
り
、
歌
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
ま
す
。

視
覚
障
害
者
の

�

防
災
に
関
わ
る
学
習
会

災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
中
で
、
視
覚
障
害
者
に
必

要
な
備
え
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
す
る
。

障
害
福
祉
に
関
わ
る
学
習
会

会
と
し
て
あ
る
い
は
個
人
と
し
て
の
今
後
の
取
り
組
み
に
活
か
す
た
め
に
も
、

複
雑
な
障
害
者
福
祉
の
現
状
を
し
っ
か
り
学
ぶ
機
会
と
す
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
玉
県
盲
人
福
祉
協
会

点
字
名
刺
刻
印
機

�

使
用
訓
練
事
業

自
分
の
名
刺
を
点
字
で
作
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
ハ
ガ
キ
や
封
筒
に
点
字
を

書
く
と
き
に
大
変
便
利
な
機
器
の
使
用
訓
練
を
行
い
ま
す
。

埼玉県社会参加推進センターが運営・実施する障害者生活訓練事業は、県内に居住
する障害者等が住み慣れた地域社会の中で自立し、社会に参加できるようにするた
めに必要な訓練・研修等を行うことにより、障害者福祉の向上に資することを目的
としています。令和７年度は下記の事業を予定しています。
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令
和
７
年
度　
障
害
者
生
活
訓
練
事
業
一
覧

生
活
訓
練
事
業
共
催
団
体

実
施
事
業

実
施
内
容

（
一
社
）
埼
玉
県
聴
覚
障
害
者
協
会

労
働
サ
ロ
ン
、
医
療
講
演
会
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
情
報
学

習
会
等
、
手
話
言
語
条
例
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
等
各
種
講
座

聴
覚
障
害
者
に
向
け
た
就
労
・
労
働
・
防
災
等
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
、
中
途
失
聴
・
難
聴
者
や
聴
覚
障
害
乳
幼
児
に
関
す
る
相
談
支
援
の

他
、
手
話
学
習
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
向
上
支
援
等
を
行
う
。

埼
玉
県
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会

自
立
生
活
研
修
会（
宿
泊
研
修
）
宿
泊
を
伴
う
研
修
を
通
じ
て
、
精
神
障
害
に
つ
い
て
理
解
し
、
当
事
者
の
生

活
力
を
高
め
る
。
お
互
い
の
親
睦
を
深
め
、
社
会
生
活
を
学
ぶ
。

（
公
社
）
埼
玉
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

知
的
障
害
者
が
地
域
で
生
活
す

る
た
め
の
各
種
講
座

知
的
障
害
者
が
地
域
で
暮
ら
す
た
め
の
研
修
、
勉
強
会
を
実
施
す
る
。（
料

理
教
室
等
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
玉
盲
ろ
う
者
友
の
会

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
勉
強
会

盲
ろ
う
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
で
あ
る
触
手
話
及
び
指
点
字
に
つ

い
て
の
練
習
を
行
う
。（
触
手
話
と
指
点
字
を
隔
月
に
実
施
）

盲
ろ
う
者
の
講
演

盲
ろ
う
者
の
現
状
を
考
え
る
学
習
会
を
開
催
す
る
。

コ
ー
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー

発
生
及
び
合
唱
教
室

視
覚
障
害
者
が
積
極
的
に
社
会
参
加
し
晴
眼
者
と
一
緒
に
発
声
、
練
習
す
る

こ
と
に
よ
り
社
会
性
協
調
性
等
を
養
う
こ
と
を
目
指
す
。

日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
埼
玉
支
部

医
療
講
演
会

講
師
と
し
て
医
師
を
迎
え
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
関
す
る
医
療
講
演
会
を
開
催

す
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
法
人
埼
玉
県
障
害
者
協
議
会

障
害
者
の
た
め
の
研
修
旅
行

研
修
会
全
体
を
通
じ
異
な
る
障
害
・
団
体
と
の
研
修
会
や
交
流
を
通
じ
て
相

互
理
解
を
深
め
る
た
め
の
日
帰
り
研
修
旅
行
を
開
催
す
る
。
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◇
編
集
後
記
◇

我
が
家
に
は
息
子
が
二
人
お
り
、

特
に
長
男
は
食
べ
盛
り
の
運
動
部

高
校
生
、
毎
日
の
お
弁
当
も
含
め

て
お
米
は
生
命
線
で
す
。
昨
年
か

ら
お
米
の
流
通
や
値
段
に
頭
を
抱

え
る
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。
備

蓄
米
も
放
出
さ
れ
た
り
は
し
て
い

ま
す
が
、
様
々
な
要
因
の
根
本
が

解
決
さ
れ
て
、
こ
の
悩
み
か
ら
本

当
の
意
味
で
解
放
さ
れ
る
日
が
く

る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

�

（
長
島
）

４
月
１
日
付
け
で
埼
玉
県
障
害
者

交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
埼
玉
県
障
害
者
協
議
会
の

皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
当
セ
ン
タ
ー
の

運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
県
福
祉
部
で
子
育

て
支
援
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
等
に
携
わ

っ
た
経
験
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
初

め
て
障
害
福
祉
に
携
わ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
利
用
者
目
線
に
立
っ
て

の
セ
ン
タ
ー
運
営
を
心
掛
け
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
に
、
埼
玉
県
障
害
者
協
議

会
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
県
内
の

障
害
者
団
体
の
中
心
と
な
っ
て
連
携

を
す
す
め
、
様
々
な
活
動
を
積
極
的

に
行
い
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
の
推
進
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て

こ
ら
れ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
尽
力
に
は
、
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。
ま
た
、
埼
玉
県
障
害
者

協
議
会
様
を
は
じ
め
16
の
団
体
の
皆

様
は
、
当
セ
ン
タ
ー
内
の
「
団
体
交

流
室
」
で
活
動
さ
れ
て
お
り
、
当
セ

ン
タ
ー
の
運
営
に
も
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
併
せ
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
身
体
障

害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
「
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
Ａ
型
」
施
設
と
し

て
、
平
成
２
年
に
開
設
し
ま
し
た
。

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
互
い
に

埼
玉
県
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー

所
長

支
え
あ
い
、
地
域
で
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
基
本
理
念
と

し
、
障
害
の
あ
る
人
が
安
心
し
て
参

加
で
き
る
文
化
芸
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
や
、

障
害
の
あ
る
人
の
社
会
活
動
を
支
え

る
人
材
の
養
成
な
ど
に
取
り
組
み
、

こ
れ
ま
で
に
延
べ
約
６
５
０
万
人
の

方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。文

化
施
設
は
、
会
議
室
、
研
修
室

を
は
じ
め
、
ホ
ー
ル
、
工
芸
室
、
図

書
資
料
室
、
お
も
ち
ゃ
図
書
館
、
調

理
研
修
室
、
音
楽
室
、
和
室
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、
体

育
館
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
プ
ー
ル

と
い
っ
た
屋
内
施
設
の
ほ
か
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
場
、
運
動
場
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
、
テ
ニ

ス
場
と
い
っ
た
屋
外
施
設
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
の
施
設
も
、
障
害
の
あ

る
人
が
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
幅
広

い
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
で
き
る
充
実
し

た
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど

な
た
も
一
日
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
、

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
利
用
者
が
安
心

安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
安
全
管
理

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
利
用
さ
れ

る
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
幅
広
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

埼
玉
県
障
害
者
協
議
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
連

携
・
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

柳や
な
ぎ
た田

　
功こ
う

治じ

埼
玉
県
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー

�

着
任
に
あ
た
っ
て


